
 

 

 

 

 

 

 

 
     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年度(令和６年度)戸手学区敬老行事対象者 

総  数：８７２人（男 ３３６人、女５３６人） 

最高齢者： １０４歳 

： ９人 

敬老行事については、地域の実情に応じて学区で決定することになりま
した。戸手学区では敬老行事実行委員会で協議の結果、次のように決定い
たしました。 
① 対象者全員に記念品をお配りし、ご長寿を祝い、感謝の気持ちを表す。 
② 戸手小学校児童の感謝のメッセージを戸手交流館に掲示する。 

【掲出期間 ９月 ９日から ９月 ２４日まで】 
     今年度の対象者は、１９４８年（昭和２３年）４月１日以前に 

生まれた満７７歳以上の方が敬老行事の対象者です。 

    戸手学区敬老行事実行委員会 
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第１７号〔２〕         戸 手 交 流 館 だ よ り 

戸手交流館運営委員会の開催について 

２０２４年度 戸手交流館運営委員会を７月２３日（火）に開催しました。この
交流館運営委員会は１０人の委員（任期２年）により、交流館運営に関する率直な
意見を述べていただく場となっています。 

２０２３年度活動報告については、新型コロナウイルス感染症対策の見直し
とともに活動範囲も広がり、貸館回数１,１９７回、使用人数９，４３５人の皆
様に利用していただくとともに、多くの事業を行うことができました。   
また、２０２４年度活動計画においては、生きがいの創設や潤いと活力のある地域

づくりをめざし、多くの皆様に参加していただける交流館活動に取り組んでいくこと
等について協議し、決定しました。 

その他、図書室の図書整理、利用サークルによる共有場所の清掃、利用団体の私物
整理の現状についての報告を行うとともに、２階へのスリッパ利用が難しい方につい
てはマイシューズ持参を推奨するなどの意見交換を行いました。 

【戸手交流館運営委員】 ※ 順不同、敬称略    

      運営委員長： 瀬尾 誠司 

      運営副委員長： 池田 惠子 

      運 営 委 員： 馬屋原 美穂子  松葉 勉      檀田 壽正 

 馬屋原 一成     馬屋原 俊明  川崎 鈴枝      

瀬尾 雅晴   平田 尋己 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別住民学習事業 

 戸手学区では、毎年地域の人権教育を推進していくために、さまざまな角度から 

人権について考える機会として、各自治会において「地域を考えるつどい」を開催

しております。 

 テーマ 住み慣れた地域で暮らし続けるために 

     ～一人で悩まず、まず一歩～ 
講 師 福山市社会福祉協議会  新市事務所 職員 

下戸手自治会 9 月２１日(土) 19:00～20:00(予定) 下戸手会館 

中戸手自治会 9 月２８日(土) 19:30～20:30(予定) 中戸手会館 

     ※上戸手自治会の方は、どちらかご都合のよい会場にご参加ください。 

内 容  日々の暮らしの中にはひとりでは解決できない様々な心配事が 

あります。相談の入り口の第一歩として、社会福祉協議会について

のお話を聞きます。高齢化時代等の社会福祉に関わる身近な相談 

窓口や、地域での関係機関や団体の情報を得るきっかけとします。

（2 会場とも同じ内容です。） 

主 催 戸手学区人権教育推進協議会・戸手交流館 

 主 管 戸手学区自治会連合会 
 

 

 

日 時 

場 所 
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「福山市人権尊重のまちづくり条例」を知っていますか？ 

 

９月３０日は福山市人権尊重のまちづくり条例施行日です。 

福山市では、まちづくりの基本理念に「人間環境都市」を掲げ、「すべての 

人にやさしいまちづくり」「市民の主体的参加による協働」を柱として、基本 

的人権の尊重や差別解消に向けた取組を進めてきました。しかしながら、性別、

年齢、障がいや疾病の有無、社会的地位や生まれ、民族、国籍、性的指向及び 

性自認などを理由にした様々な差別や偏見が、今もなお存在しています。 

そうした状況から、「差別のない、誰もが真に大切にされる社会の実現」をめ

ざして、この条例が制定されました 

条例には、互いの人権を尊重し、自らも人権意識を高めることなど、市民の役

割等が定められています。すべての人が基本的人権を持つかけがえのない個人

として尊重される社会の実現に向け、一人ひとりが、様々な人権問題について

理解を深め、差別を許さない、差別を解消していくという意識を持ち、行動に繋

げていきましょう。 

 

 「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み・偏見）」の啓発動画を YouTube

に掲載しています。是非ご覧ください。 こちらから⇒ 

 

 

 

  戸手学区まちづくり推進委員会では、戸手小学校４年生の児童を対象に
毎年、環境教育を行っています。その一環として夏休みの宿題で、ポスタ
ーや標語の作成に取り組んでいます。 

  児童が取り組んだポスターと標語を次のとおり、交流館のホールに掲出
します。地域のみなさまに、児童の取り組みをぜひご覧ください。 

 

   期 間 ９月３０日(月)～１０月１２日(土) 

      ※ただし、交流館の開館時間に限ります 



２０２４年(令和６年)８月２３日(金)発行〔４〕第１７号 

 

 スマートフォンやパソコンを使って、「交流館だより」がインターネットで 

も閲覧できるのはご存じですか？ 

福山市のホームページの各交流館のページから、最新号から過去の交流館 

だよりまで、いつでも、どこでも確認することができます。 

インターネットで“戸手交流館”を検索、又は 

右の二次元コードからアクセスしてください。 

インターネット版「交流館だより」の特徴 

 ・いつでもアクセス：スマートフォンやパソコンから２４時間閲覧可能。 

・過去の号もチェック：バックナンバーも簡単にダウンロード。 

  カラー版の交流館だよりもぜひ一度ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★交通安全運動の全国重点 
 ①反射材用品等の着用推進や安全な横断方法の実践等による歩行者の交通事故防止 

②夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの活用促進と飲酒運転等の根絶 

③自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

令和６年９月２１日(土)～３０日(月) 
 

○９月３０日(月)は「交通事故死０
ゼ ロ

を目指す日」です 

 

移動図書館のぞみ号 

 巡回日 ９ 月１３日(金) 

     １０月１６日(水) 

時 間 11:10～11:50 

場 所 戸手交流館・ 

とでふれあい 

プラザ駐車場 

８月８日に南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表され、大規模地震の発生の可

能性が平常時と比べて相対的に高まっているとされており、また、今後、台風等に伴う災害

が発生しやすい時期を迎えます。 

いつ発生するかわからない地震・風水害等の様々な災害に備えるため、福山市ホームペー

ジや福山市公式ラインから各種防災情報や避難情報を発信しています。 

 

【福山市ホームページ】 

福山市危機管理防災課 ← 検索ワード 

 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/bosai/ 

【福山市公式ライン】  ← 検索ワード 

※防災情報以外にもいろいろな情報が配信されます。 

（登録方法等） 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/soshiki/jouhou

-hasshin/176519.html 

 

情報はこちらから👇 

https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/bosai/
https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/soshiki/jouhou-hasshin/176519.html
https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/soshiki/jouhou-hasshin/176519.html

